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aiは bi の ｢刺激｣ 心理治療の臨床例が示すように事実的に成功例もあるの
aiは bi-1の ｢反応｣で,その反応を biが強化 である. 










なる.各人がこのやり取 りをどのようなコンテクス トか を施す. 
ら,どのようなコンテクス トのやり取 りとして捉えるの 4.1 事例 1
か (括 りとるのか),ということにやり取 りの成立がか 事例 1をなすのは,男性てんかん患者である.心理臨
かっている.そして,やり取 りの成立は,こうしたコン 床者と患者との出合いは,患者の成人にあたって,該当
テクス ト構造の, A, B間の暗黙の了解が成立している 科が,小児科から精神神経科に移行することになるの
場合に限られてくる,とベイトソンは指摘するのであ で,その橋渡し役としての関わりを精神科医から依頼さ
る. れたことにある. 
学習 ⅠⅠにおいて習得するのは,経験や出来事を括りと 4.1.1 家族構成など 初対面当時,患者は19才独身
る括 りとり方なので,個々の経験を意味づける構えや見 で,両親は患者が16才のときに離婚したため,父親と弟
方のようなものである.それは一旦身につけると,個々 と患者の3人暮しであった. 
の出来事などによって修正されることが非常に起こり難 4.1.2 家族歴 特筆すべきものはない. 
い.それというのも,身につけた括 りとり方や見方に全 4.1.3 既往歴 てんかんの他 ,小人症の既往があ
体が収まるように行動をしていくような性質のものだか る.しかし成人近くなった患者は中肉中背の平均的体躯
らである. の持ち主であった.他に特筆すべき既往はない. 
この学習 ⅠⅠの性質から考えると,転移は,過去の学習 4.1.4 現病歴 生後間もなく,てんかん発作を初











ベイトソンの階層型の学習理論によれば,学習 IIのレ 神科への移行を準備する事となった. 
ベルでの学習の変化に関わるのは,学習 ⅠⅠⅠであるが, 4.1.5 事例の提示 心理臨床者は,月に 2回程の外
学習 ⅠⅠⅠのレベルの変化が起こらなくとも,学習 ⅠⅠのレ 来通院の度に面接をし,患者と共に精神神経科病棟にお
ベルにある前提の入れ替えは可能である.それゆえ,ベ けるレクリエーションや行事への参加を繰り返した.
イトソンは,心理療法に於ける治療目標を,対象者が学 面接を開始して 2ケ月ほどして,小児科から精神神経
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